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 本日の例会にコロナウイルス・ワクチンの 3 回目の接種で高熱がでているため欠席いたします。誠に

申し訳ございません。 

 今週月曜日 3 月 7 日から新型コロナウイルス蔓延防止等重点措置が新潟県において解除されました。

感染予防を行いながら通常の生活に戻ることを期待します。 

今日 3 月 11 日は東日本大震災の発生から 11 年になります。あの当時の悲惨さと教訓を語り継いでい

かなければとおもいます。 

最後になりますが、ウクライナにおいてロシアのウクライナに対する非人道的な戦争が激化しており

ます。一日も早い停戦を望みます。また、戦火を逃れて隣国に避難した子供をはじめとする多くの人々

に対して人道的な支援をどのようにロータリーを通じて行うことができるか早急に検討したいと思いま

す。 

本日の卓話は、新潟青陵大学短期大学部人間総合学科  助教村山和恵様よりお話し頂きます。ご静聴

お願いいたします。 

 

 

98.11％ 

 

 

石黒孝良君（3/7 高田東 RC） 

 

 

2022-23 年髙橋年度委嘱状伝達：  

 髙坂光一君（地区ロータリー財団委員会寄付･資金･ポリオ委員長） 

  

 

配布物：週報№25、新幹線及び他鉄道時刻表 

回覧物：ウクライナ支援について 

 

 
親睦委員会：3 月の会員お誕生日各お祝い 
 
         
 
         
 
           
    ［お誕生日］ 

 
 
 
 
 
 

 

第28回例会 3月 11日(金) №26 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［ご結婚記念日］ 
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新潟青陵大学短期大学部助教/きき酒師/日本酒学講師 村山和恵様 

 

 きき酒師・日本酒学講師の村山和恵と申します。私は、秋田市で生まれ幼少期を過ごし、その後新潟市で

育って現在に至ります。普段は新潟市の短大で教員を務めておりますが、日本酒好きが高じてしまい、各種

資格を取得し、2009 年には日本酒を楽しむ女性コミュニティ「にいがた美醸」を発足し、以来主宰として活

動を続けております。 

 今回のタイトルは、にいがた美醸の活動を 13 年間行ってきて、強く感じていることです。そもそも日本酒

やそれらを取り巻く日本文化を楽しみたいという目的で発足したコミュニティですが、酒蔵見学ツアーや勉

強会をはじめ、あらゆる活動をとおして、メンバーそれぞれの地域に対する理解が促進され、結果として愛

着心が育ったようです。これは地域の力になると思います。また、活動を通してメンバーが自己実現の場を

得ていること、これは各メンバーおよび私の力になっています。 

 よく色々な方から、私たちの活動はどうなりたいのか？どこをめざしているのか？何かを成したくて活動

をしているのではないのか？と思われることが多く、法人化を進められることも何度かありました。しかし、

私たちはただ「楽しむ」ということだけを追求してきましたし、この先もそうであると思います。 

 辛い事、苦しいことを乗り越えないと楽しさは訪れないと多くの人は思っているのかもしれませんが、た

だ楽しむことを積み重ねていると、それが未来を変える力を持つのかもしれません。 

 

 

楽しむことが力になる 
 

 

 


